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温泉泉

砂利

川砂

水
抜
き

ポール

コンクリート
根巻き

安全に関するご注意

一般屋外用照明器具の使用禁止場所

一般屋外用照明器具の施工時のご注意

当社の照明用ポールの設計強度は、「社団法人日本照明器具工業会規格照明用ポール強度計算基準JIL1003:2009」によっています。

照明用ポール強度計算基準

1適用範囲

3 荷重
3.1 固定荷重

3.2 風荷重
3.2.1 設計風速

屋外照明器具の使用に関しての留意点
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安全に関するご注意

■照明器具及び照明用ポールの耐塩害に関するガイド

塗料
記号

塗装
方法

焼付 ● ◎

◎

◎

◎

○

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

◎

△

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

△

○

○

○

△

△

◎

◎

△

◎

◎

○

◎

◎

◎

○

◎

○

△

中

7～10年

7～10年
7～10年

7～10年

7～10年
7～10年

ー

15～20年
15～20年

3～5年

中
中
中
中
高
高
中
中
低

● ●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

焼付
常乾
焼付
焼付
焼付
常乾
焼付
常乾
常乾

塗膜
硬度

光沢
保持性

照明
器具 ポール コスト耐塩性 白亜化

ポール
塗り替
え年数

アクリル樹脂系塗料

材　料　名

A

B

C
D

E

F

G

ポリウレタン樹脂系塗料

ポリエステル樹脂系塗料
エポキシ変成メラミン樹脂系塗料

フッ素樹脂系塗料

アクリルシリコン樹脂系塗料

フタル酸樹脂系塗料

記号の意味は次の通り。 　　●：適用可　☆：特優　◎：優　○：良　△：可

表.1　耐塩塗料特性表

 
   

注記1

注記2
注記3

注記4

 

光沢保持特性及び白亜化については防錆に加えて、見栄えを重視する公園などに設置する場合に特に
配慮する。（白亜化とは塗装面の光沢がなくなり、白土のような表面になる現象をいう。チョーキングともいう）
塗膜硬度は海からの風で絶えず砂などが吹き付けられる場所に設置する場合に考慮する。
コストについては、塗装材料費だけでなく工程、設備の状況などにより影響を受けるため、目安としての表現
とした。
一般的に焼付塗装された照明器具の場合、設置後に補修塗装されることは希れで、補修塗装が行われず
に耐用年数10年で使用終了することを前提としていることから、塗替年数はポールのみとした。
（耐用年数とは、錆が発生しても機能上、安全上問題が無く使用できる期間を言う。）

 

耐塩害
レベル

重耐塩

SUS304
ADC、AC
板・形材など

ADC・AC
板・形材など
皮膜処理材
処理鋼材

SUS304又はSUS430

鋼  材

鋼  材
鋼  材

アルミ
合  金

アルミ
合  金

A、B、C、E又はF 溶剤系塗料の場合は、2回焼付塗装を推奨とする。

溶剤系塗料の場合は、2回焼付塗装とする。

溶剤系塗料の場合は、2回焼付塗装を推奨とする。
溶剤系塗料の場合は、2回焼付塗装を推奨とする。

A、B、C、E又はF
A、B、C、E又はF

溶融亜鉛めっき後

より高い防錆性能を要求される場所には、溶融
亜鉛めっき後、塗装を推奨する。

より高い防錆性能を要求される場所には、溶融
亜鉛めっき後、塗装を推奨する。

亜鉛めっき鋼鈑又は同等以上のコーティング。
アルマイト処理又は同等以上のコーティング。

A、B、C、E又はF

溶融亜鉛めっき後
A、B、C、D、E又はF

A、B、C、D、E又はF

A、B、C、D、E又はF

溶融亜鉛めっき

A、B、C、E又はF
A、B、C、D、E又はF
無塗装
A、B、C、D、E又はF

溶融亜鉛めっき

耐塩

照 明 器 具 材 料 備 　 　 考表面処理
（表1の塗料記号）

表.2　照明器具の材料及び表面処理

 塩害についての注意事項

耐塩害
レベル

重耐塩

SUS316又はSUS304

鋼  材

鋼  材

アルミ合金

A、B、C、E又はF

A、B、C、E又はF

溶融亜鉛めっき後

より高い防錆性能を要求される場所には溶融
亜鉛めっき後、塗装を推奨する。

A、B、C、E又はF

溶融亜鉛めっき後
A、B、C、E、F又はG

A、B、C、E又はF
A、B、C、E又はF

溶融亜鉛

注 道路、広場などに設置されるテーパーポールの表面処理は、JIL 1001「照明用テーパーポール（鋼製）」による。

めっき

耐塩

ポール材 料 備 　 　 考表 面処理
（表1の塗料記号）

より高い防錆性能を要求される場所には
SUS316を推奨する。

アルミ合金
SUS304

表.3　照明用ポールの材料及び表面処理

a）

a）

a）

屋外照明器具の使用に関しての留意点【安全に関するご注意】
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安全に関するご注意

表1 適正交換時期の目安

■経過年数別腐食状態

使用時間 1,500時間／年（5時間／日） 5,000時間／年（17時間／日）

交換時期（年）

電　圧使
用
条
件

定格 105% 定格 105%

温度（℃）

主な用途 体育館・会議室 工場（2交替）

30以下

15 10 14 7 6 3 4 2

40 30以下 40 30以下 40 30以下 40

 照明器具の保守・点検について

 照明器具の寿命について

 ポールの寿命について

■照明器具の寿命診断制度

0

0 5 10 15

0
20
40
60
80
100

1 2 3 54
累積点灯時間（万時間）

磨耗故障期
平均的耐用年限

累積点灯年数（10時間/日、年間3,000時間点灯）

累
積
故
障
率（
　
）
%

寿命期

器具耐用の限度

図1 照明器具の累積故障率

■照明器具（=安定器）の累積故障率
 

電気用品には絶縁物を使用する関係上、劣化に伴い約10年を寿命としています。
10年以上経過した照明器具について器具取り替えをお願いします。

鋼製照明用ポールは、設置場所、気象条件および交通量などの使用環境によるストレスにより、腐食や金属疲労などの経年劣化を起こします。
経年劣化が進行したポールをそのまま使用し続けると大事故に至る可能性があります。日頃の点検・補修などの適切な処置および早めの交換をお願いいたします。

1年に1回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。
3年に1回は工事店などの専門家による点検をお受けください。

40,000時間
は平均的なものであり

30,000時間くらいから磨耗故障期

日本照明器具工業会の寿命説明
設置後10年が、照明器具の点検&交換の目安です。

安全を考え、早めの点検・交換

6～10年でラ
ンクA（危険）

寿命末期の安定器内部

屋外照明器具の使用に関しての留意点【安全に関するご注意】

高
天
井
用
照
明
昇
降
装
置
・

対
応
器
具

街
路
灯

ポ
ー
ル

道
路
交
通
照
明
防
犯
灯

建
物
周
辺
部

照
明

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

照
明

L
E
D
演
出
照
明

投
光
器

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設

周
辺
機
器

農
園
芸

景
観
・
道
路
・
建
物
周
辺
照
明

753

Keikan003
page_P0753_00009687.indd   1page_P0753_00009687.indd   1 2011/02/23   10:58:552011/02/23   10:58:55

2011年4月発行



屋外照明器具の使用に関しての留意点【光害への配慮】
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※直角85°方向の光度から推定してもよい。

鉛直角85°以上の輝度※

照明器具の高さ

鉛直角85°方向の光度

20,000 cd／ｍ2以下

4.5ｍ未満

2,500cd以下

4.5～6.0ｍ

5,000cd以下

6.0～10ｍ

12,000cd以下

総合効率

50 lm／Ｗ以上

60 lm／Ｗ以上

ランプ入力電力

200Ｗ未満

200Ｗ以上

本来暗い場所を伴う
領域：国立公園、際
立った自然景観を持
つ領域

周辺の輝度が低い領
域：一般的に市街地
および田園地帯の外
側の領域（地所に宅
地道路基準で照明さ
れる道路が含まれる
場合）

周辺の輝度が中間的
な領域：一般的に市
街地 

周辺の輝度が高い 
領域：一般的に宅地
と商業地が混在する
市街地で夜間の活動
が多い領域

※照明領域ⅢおよびⅣの上方光束比率は暫定的に許容される範囲を示します。
※照明環境Ⅳは短期的な対策に限られ、長期的・広域的な目標としての選択は望ましくないとされています。

照明環境
類型

照明環境Ⅰ
｢あんぜん｣の
照明環境

照明環境Ⅱ
｢あんしん｣の
照明環境

照明環境Ⅲ
 ｢やすらぎ｣の
照明環境

照明環境Ⅳ
｢たのしみ｣の
照明環境

上方光束比

照明器具
の例

該当する
照明器具
の表示

対象
イメージ

●自然公園 
●里地・田園

●里地・郊外 ●地方都市 
●大都市および周辺

●都市中心部

０％ ０～５％ ０～15％※ ０～20％※

CIE
（国際照明
委員会）
による
環境地域

上方光束比

0 0～5
上方光束比

5～15
上方光束比

15～20
上方光束比

水銀灯

高圧ナトリウム灯

セラメタ

セラメタプレミアSPD

エバーライト50

エバーライト140

ランプ

ＨＦ４０Ｘ
ＨＦ１００Ｘ
ＨＦ２５０Ｘ
ＨＦ４００Ｘ
ＭＦ１００.Ｌ/ＢＤ
ＭＦ２５０.Ｌ/ＢＤ-ＳＣ-2
ＭＦ４００.Ｌ/ＢＤ-ＳＣ-2
ＮＨ７０Ｆ
ＮＨ１１０Ｆ.Ｌ
ＮＨ２２０Ｆ.Ｌ
ＮＨ３６０Ｆ.Ｌ

MT150C-WW-SPD

MT１５０CE-ＬW-K
　　　ー
　　　ー　

ランプ全光束
（lm）

1,400
4,200
12,700
22,000
6,000
24,000
43,000
6,200
10,600
25,000
45,000

18,800

14,500
4,550
13,300

51
114
260
415
114
260
415
85
125
240
385

163

170
55
155

27.5
36.8
48.8
53.0
52.6
92.3
103.6
72.9
84.8
104.2
116.9

115.3

85.3
82.7
85.8

×
×
×
×
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○

安定器入力電力
（Ｗ）

総合効率
（lm／Ｗ）

推奨

マルチハロゲン灯

（水平点灯時）

（１）照明率

（２）上方光束比

（３）グレア

（４）省エネルギー

ランプ光束

器具効率

照明率

照明領域

電流

器具光束

光源

下方光束

照明器具

漏れ光

障害光

障害光

障害光

不快光・グレア

動植物への影響

上方光束

夜空の明るさ
への影響

■評価項目

「光
ひかりがい

害対策ガイドライン」の概要 「光
ひかりがい

害対策ガイドライン」では

①照明率

②上方光束比

■地域特性に応じた照明環境類型と上方光束比

③グレア

■ 照明学会「歩く者のための屋外公共照明基準」における「グレア制限」の項目
（取り付け高さ10ｍ未満のもの）

④省エネルギー性 ■街路照明機器の効率（推奨値）

⑤その他／特殊事例における配慮事項

■ランプの総合効率例（200Ｖ）

光害への配慮
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投光器グレード

海岸隣接地帯
（海岸より0～200m程度の屋外・屋側）

海岸地帯
（海岸より200m～20km程度の屋外・屋側）

市街地・郊外・田園地帯

重工業地帯

お
す
す
め
場
所

使
用
部
材
・
材
料

一般型（重耐塩害仕様）

H ID 光 源

ソケット 筒

ア ー ム

フィル ター

接続ボックス

反 射 鏡

※◎はおすすめ　○は使用可　－はおすすめできない環境です。

アルミ仕様

アルミ 内面　アルブライト処理
外面   フッ素樹脂塗装（ 　　　　）

アルミダイカスト（ポリエステル塗装）

鋼板（溶融亜鉛メッキ）

有

有

400形～1,500形

（　　　　 ）

-

-

400形～1,000形

アルミダイカスト（アクリル塗装）

鋼板（溶融亜鉛メッキ）

有

-

普 及 型
（耐塩害仕様）

アルミ 内面

外面 アクリル塗装

化学研磨後
ガラス質コーティング（　　　　 ）内面　アルブライト処理

外面　フッ素樹脂塗装

ステンレスSUS304

400形～1,500形

ステンレスSUS304（ポリエステル塗装）

ステンレスSUS304（ポリエステル塗装）

有

有

オールステンレス仕様

■耐塩害仕様投光器一覧表

耐塩害仕様投光器

安全に関するご注意

投光器の使用禁止場所 投光器の施工時のご注意
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投光器の使用に関しての留意点
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